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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
すべての種目が、全国平均以下である。体力合計点も全国平均を大幅に下回っている。特

に体の柔軟性（長座体前屈）の点数が低い生徒が多い。 

運動部への加入率が４２％である。体育以外の運

動習慣が無い生徒が多いことが原因である。運

動部の生徒も柔軟体操の時間が足りないと考え

られる。 

 
すべての種目が、全国平均以下である。体力合計点も全国平均を大幅に下回っている。特

に投力（ハンドボール投げ）や脚力（立ち幅跳び、５０ｍ走）の点数が低い生徒が多い。 

運動部への加入率が３８％である。体育以外の運

動習慣が無い生徒が多いことが原因である。投

力では、今までの経験不足が顕著に出ている。 

 

運動意欲が高く、運動の大切さを理解している生徒が多い。 

体育授業に対しては、肯定的な意識、取組が

できているが、それが日常生活の中での習慣

につながっていない。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

  ・保健体育の評価基準に基づく学習状況評価結果の発信と意欲づけ 

  ・全国体力・運動能力、運動習慣等調査を利用した分析と発信 

 

具体的な

取組 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

〇給食指導などを含む生活習慣に関

する学習について、自分の健康との

関りを考えて生活できるように促

す。 

〇「保健」の授業や「保健だより」

などで健康の大切さに関する知識の

習得とともに、将来の健康的な生活

を設計する機会を設ける。 

〇「保健」の授業などで、最近の健

康に関する事例（疾病や傷害、環境

問題など）について話題提供し、健

康と社会の関りにも目を向けさせ

る。 

〇体力テストを年間で２回実施

し、上位の結果を掲示するなど

し、体力の向上に関心をもた

せ、日常生活での運動の必要性

を意識させる。 

〇毎時間ラジオ体操とストレッ

チ体操を実施する。 

〇ボール投げ運動やソフトボー

ルの授業で正しい投げ方を指導

し、投力の向上に努める。 

〇１時間体育なので、運動量の

確保に努める。 

 

〇体育的行事を利用して、運動に

対する積極的な取り組みを促す。 

〇保健授業を通して、日常的な運

動と健康との関連を考えさせる機

会を多く作ることで、家庭での運

動機会を促す。 

 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 


